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Summary：Toexaminetherelationsbetweentardigradefaunaandbryophyteflora，
atotalofl90samplesofmossesandlichenswerecollectedfrom351ocatlonsof
varlousaltitudes(fromOto2450m）inToyamaPrefecture，facingtheSeaofJapan・
Thesesampleswerecollectedfl-oml983tol996、
Thirtv-onespeciesoftardigradeswerefoundin90samplesoutofl90・Thisoccur‐
renceratioishigherthantheotherareasofJapanNineheterotardigradespecles
belongingto3generaand22eutardigradespeciesbelongingto8generawere
identified，Amongthem，COγ"gch加応msIo加加sandEcﾙ加js“Sγe"“敗加sarerare，
Especially〃“7℃〃0〃sノ"62γ7,"“s，Ra"zazzo"z"s“”ん、c〃s，JSC/”s必加sノ況邦"〃"s，
D肋has“”形”加海γ/andP/α"cγ応〃α"g"s”αarethefirstrecordfromJapan，
Seventv-fivespeciesofbl-yophyteswereidentifiedfroml68samplesoutofl90inthe
variousplacesofToyamaPrefecture、Althoughinmanycases，onetardigradespecles
occuronasinglespeciesofmoss，howeverinToyama，threetofourspeciesoftardi
gradeswereoftenfoundinaspeciesofmossathigherlocations､Thisisprobablyaresult
oftherestrictingenvlronmentalfactorsfortardigrades、Manytardigradesseemto
prefertheleavesofmossesthatbendortwistwheninadrystate,Becausetardigrades
areusallylivingonmossleavesandinadrystate,theyshrinktheirbodyalongthebent
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ortwistedleaveswhenentel-1nglntolatentlife
Keywords：ToyamaPrefecture,tardigl-ades(water-bear),bryophytes，
horizontalandverticaldistributions
1983年より1996年まで富山県内の各地からコケ類を採集し，その中に生息する陸生のクマ
ムシ(緩歩動物)の分布を調査した。コケ試料数190のうち90試料から，31種のクマムシが見
いだされた。クマムシ類のコケ試料数に対する生息率は47.4％で日本国内では高い。分類上
では異クマムシ類が3属9種，真クマムシ類が8属22種であった。この中で異クマムシ類の
ECﾉ""is“Sγe"α"α/"s,COγ"gCﾉz加is“SjOj"/"Sは日本国内では稀なものである。また，真ク
マムシ類で山地に生息する〃α(7?℃〃0/"sル的eγ"/“s，Ra"”zzp"z"Sm”ﾉ"秘c加s，ISO/t")＝
s肋加s／"""ん伽s，およびD肋〃“α)〃γ"α加肥γﾉは日本の他の地域ではまだ見いだされていな
い｡特にP""cγ応如α邦g"s/α/αは関東周辺では山地に認められる種であるが,富山県で沿岸の
市街地に見られたのは稀な例である。
一方，190のコケ試料のうち168試料について72種の蘇類と3種の苔類を同定し得たので．
これらの垂直分布とクマムシ類の生息との関係も検討した。その結果クマムシ類の生息には
乾燥時のコケの形態が関係していると考えられる。
キーワード：富山県，クマムシ類（緩歩動物)，コケ類（蘇苔類)，水平分布，垂直分布
富山県は本州中部にあって日本海に面し，北緯36.
20'-37.,東経136.45'-137.45'に位置しており，一県内に
海抜0mから3000mの高山までひかえた地勢上も興味
のある地域である。また，わが国の陸生生物の分布の
束限または西限にあたる例も多く知られており，生物
地理上重要な地域とされている。さらに北陸の他県と
同様，多雪地帯でもあり，気象上も注目に値する地域
である。
宇津木(1994,1996)は現在までに日本全国の標高500
m以下の市街地のコケ類を探索し38種のクマムシを報
リリI！
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図－1．富山県内のコケ類採集地点
5塁
告してきた。富山県のクマムシ類については1983年以
来，部分的な調査によって平地の種類と山地の種類と
を口頭で発表してきた。今回はそれらに新たな資料も
加えて総括し報告する。
方法：この調査は1983年から1996年の問に富山県内
のコケ類を図－1に示したように，沿岸にある朝日町￥
魚津市，氷見市から海抜2450mの立山の室堂にわたる
35地点で採集して行った。コケ類として土壌，岩石，
コンクリートまたは樹皮に生育する蘇苔類を主に選び￥
ときにはウメノキゴケのような地衣類も採集した。以
下，これらをまとめてコケ類とよぶ。コケ類は紙袋に
保存し，検査時に水に浸してクマムシ類を抽出し，そ
の生息の有無を検鏡した。得られたクマムシはHoyer
液（ガムクロラール）にて封入し観察，同定に供した雲
標本はカバーグラスの周囲をパラフィン・バルサムで
封じて保存している。
また，表面構造の細部はクマムシを5％フォルマリ
ンで固定した後，アルコールで脱水し，臨界点乾燥し
て走査電子顕微鏡により観察した。
結果：
1．富山県内のクマムシ
a・クマムシの生息率
35地点から得られたコケ190試料中,クマムシ類の生
息が認められたのは90試料で生息率は47.4％となる
富山県のクマムシ類の分布とコケ類
表一l富山県内のコケ類
採集地点および採集資料
（表－1）。この値は日本全国の市街地のそれと比べて
もっとも高い。調査地点ごとにみるとNo15以外はコケ
が3試料以上あれば必ずクマムシが認められているこ
とから，富山県内には広くクマムシが分布していると
いえる。
また，この表－1のうち地点Nol-21の標高500m以
下と,地点NO22-35の標高500m以上の地域で比較する
と前者では試料数116のうちクマムシの生息している
のは50試料で生息率は43.1％，後者では試料数74に対
して40で生息率は540％となる。このことは低地のコ
ケより高地のコケの方がクマムシの生息率は高いとい
える。
b、クマムシの種類
表－2には35地点90試料ズ
シを標高別に一覧表にした。
には35地点90試料から得られた31種のクマム
また，これらのクマムシの形態は,図－2および図一
3に示した。今回のクマムシの抽出法は定性的なもの
であるため，それぞれのクマムシはその生息が認めら
れたコケの試料数で示してある。それぞれのクマムシ
の採集記録は表－3に挙げた。
31種類のうち異クマムシ類は3属9種，真クマムシ
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類は8属22種であった。これらを標高別にみると500m
以下(採集地点Nol-21)では21種，500-1000mまで
（No22-27）で10種，1000-1500mの範囲（N028-31,
35）で16種，さらに1500m以上の山地（NO32-34）で8
種が認められている。
異クマムシ類についてはEC〃加商“sノ”"zj“sと
氏ez〃“吻加jsc"s血cg/〃"sは東北地方以南の平地に広
く分布するものであるが，後者は標高1500mの地域で
も認められており，垂直分布は広い｡Ech伽is“s6α〃s，
E(P〃"is“sc7“sjsp"0s〃s，EC〃伽is”s〃の,血sj，
EC〃伽fsc"s〃"〃e”の4種は日本の他の地域でも分布
が知られているが，市街地では比較的少ない。
表－2．富山県内のクマムシ類一覧表
※同じコケに数種のクマムシが共存している場合はそれぞれ試料数を1として算出してある＝
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試料総勢
クマムシ生息の試料姿
※クマムシの生息が認められたコケ試料数
異クマムシ類HETER()TARI〕IGRADA：3属9種
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表－3富山県のクマムシ類種類別採集記録（1）
異クマムシ類HETEROTARDIGRADA
城端町1994-V-5(NQ2）エゾスナゴケケ/ヒモヒツジゴケ/ハリガネゴケ（布村〕
宇奈月町1994‐1-3(Nol2）オカムラゴケ/オオギボウシゴケモドキ（布村｝
立山町1995-11-19(NO2）アオギヌゴケ（布村〉
大山町・有峰l995-VI-29(No5）卜ヤマシノブゴケ（坂井）
大山町・有峰l994-VIl-6(No5）チヤボスギゴケ/カラフトキンモウゴケ（根来〉
魚津市・片貝1993-Ⅲ-18(NO6）蘇類（布村）
砺波市1996-Ⅳ-21(NOl）ネジレイトゴケ（坂井〉
城端町；l994-V-5(NO2）エゾスナゴケケ/ヒモヒツジゴケ/ハリガネゴケ（布村》
平村l994-V-5(No4）ハイヒバゴケ（布村＞
魚津市内1987-VⅢ-4(No27）ハリガネゴケ（宇津木）
魚津市内1987-VⅢ-4(No29）ギンゴケ（宇津木〉
魚津市・片貝1993-Ⅲ-18(Nol，）蘇類（布村＞
富山市内l987-VIl-4(No39）ホソバギボウシゴケ（宇津木）
富山市内1994-1-3(No14）ハリガネゴケ（布村》
高岡市内1987-VⅢ-5(No41）チユウゴクネジクチゴケ（宇津木》
高岡市内1996-Ⅸ-15(NO2）蘇類（布村＞
氷見市内l996-IX-lO(Nol）蘇類（布村）
大山町・和田川l994-VIl-6(NO2）ハネヒツジゴケ／ヒメギンゴケモドキ（布村》
富山市内l987-VIll-4(No39）ホソバギボウシゴケ（宇津木〕
宇奈月町1994‐1-3(No12）オカムラゴケ/オオギボウシゴケモドキ（布村〕
魚津市・片貝1993-Ⅲ-18(NO2）蘇類（布村〉
立山町・芦険1995-11-19(NO2）アオギヌゴケ（布村）
大山町・有峰l994-VIl-6(No5）チヤボスズゴケ/カラフトキンモウゴケ（根来＞
大山町・有峰l994-VIll-29(No3）コメバキヌゴケ（布村）
大山町・有峰1995-Ⅵ-29(NO5）卜ヤマシノブゴケ（坂井）
砺波市内1996-Ⅳ-21(NOl）ネジレイトゴケ（坂井）
城端町l994-V-5(NO2）エゾスナゴケ/ヒモヒツジゴケ/ハリガネゴケ（布村）
平村1994-V-5(No4）ハイヒバゴケ（布村｝
EC〃伽is“s6a畝s：
EC〃伽isc"sCmsS姉加()SzzS
Ech伽isc"s
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Ec〃醜is“s
[か2W〃si
7
α電〃2S
〆・ア｡
〃Sc〃gγZ
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Ech加is“sγg〃“敗加s：
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Rs“"“〃"たc"s〃z“"α"s
富山県のクマムシ類種類別採集記録(2)
EUTARDIGRADA
d“如加s：大山町・有11崖l994-Vlll-29(No8）コマノヒツジゴケ
ルα""Sz“γｵ〃：大山町・折立l994-Vll-6(No12）アラハヒツジゴケ
大山町・有峰l994-VIll-29(No10）アラエノヒツジゴケ
富山市内1987-V111-4(No36）ギンゴケ
富山市・三熊1996-III-l9(Nol）ヤノネゴケ
ノ"69""“s：魚津市・片貝l993-XI-l8(NO1）蘇類
ﾙz舵/α"伽：宇奈月町1994-1-3(Nol2）オカムラゴケ/オオギボウシゴケモドキ
魚津市内1987-VⅢ-4(No23）地衣類
魚津市内l987-VlI-4(No27）ハリガネゴケ
魚津市内1987-VⅢ-4(No28）ホソハリガネゴケ
魚津市・片貝1993-Ⅲ-18(NOl）蘇類
立山町・美女平l987-X-9(NO2）ヤノネゴケ
立山町・美女平l987-X-9(No3）オオアオシノブゴケ
立山町・弥陀ケ原l987-X-9(No4）ミヤマスナゴケ
立山町・弥陀ケ原l987-X-9(No5）地衣類
立山町・弥陀ケ原l987-X-9(No6）ハグルマゴケ
大山町・有峰l994-Vlll-29(NO2）エダウロコゴケモドキ
大山町・立山カルデラl994-VIlI-l4(NO2）エゾスナゴケ
大山町・立山カルデラ1994-VⅢ-29(No9）エゾハイゴケ
大山町・有峰1995-Ⅵ-29(NO2）オオシツポゴケ
真クマムシ類
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富山市・三熊l996-III-l9(NO2）卜ヤマシノプゴケ（布村》
富山市・三熊l996-III-l9(No5）クサゴケ（坂井｝
高岡市内1987-VⅢ-5(No42）ミヤマハイゴケ（宇津木）
富山市・三熊l995-IV-20(No3）蘇類（布村）
富山市・古沢l996-IV-19(NQ4）クサゴケ（坂井》
福岡町l996-IV-lO(Nol）ノミハニワゴケ（坂井＞
平村l994-V-5(No5）オオトラノオゴケ（布村〉
立山・みくりが池l987-X-9(No8）ミヤマチリメンゴケ（宇津木〉
大山町・折立l994-VI-6(No8）エゾハイゴケ（根来〉
富山市内1995-11-19(NO4）ハイゴケ（布村＞
富山市・古沢1994-111-15(NO3）ツクシナギゴケモドキ（朴木〉
富山市・三熊1996-111-19(NOl）ヤノネゴケ（布村〉
砺波市1996-Ⅳ-21(NO2）ヤマトケピラゴケ（坂井〉
立山・弥陀ガ原l987-X-9(No4）ミヤマスナゴケ（宇津木＞
黒部ダムl987-X-9(Nol5）ホソバギボウシゴケ（宇津木＞
黒部ダムl987-X-9(No16）アオギヌゴケ（宇津木〉
魚津市・片貝1993-Ⅲ-18(NO1）蘇類（布村＞
魚津市・片貝1993-Ⅲ-18(NO2）蘇類（布村）
富山市・古沢1994－1－3(NO4）ハネヒツジゴケ（布村＞
城端町l994-V-5(NO2）エゾスナゴケー /ヒモヒツジゴケ/ハリガネゴケ（布村〉
黒部ダムl987-X-9(Nol6）アオギヌゴケ（宇津木〉
魚津市・片貝l993-XI-l8(Nol，）蘇類（布村〉
大山町・立山カルデラ1994-Ⅷ1-29(No9）エゾハイゴケ（布村＞
大山町・立山カルデラ1994-Ⅶ1-29(NO9）エゾハイゴケ（布村＞
大山町・立山カルデラl994-VII-29(No9'）ケネジクチゴケ（布村》
立山・弥陀ガ原l987-X-9(No5）地衣類（宇津木》
大山町・有峰1995-Ⅵ-29(NO5）卜ヤマシノブゴケ（坂井》
大山町・有峰1995-Ⅵ-29(NO6）ヤマトケビラゴケ/オオクラマゴケモドキ（坂井＞
富山市内l995-II-l9(NO4）ハイゴケ（布村〉
富山市内1994-1-3(NO2）ハイゴケ（布村〕
富山市内1994－1‐3(NO2'）ナガハシゴケ（布村〉
小矢部市1995-Ⅱ1-16(NO6）エゾキンモウゴケ（布村》
立山・弥陀ガ原l987-X-9(No4）ミヤマスナゴケ（宇津木:）
立山・室堂l994-VIl-30(Nol）エゾスナゴケ（花井）
朝日町1995-V-2(No6）（坂井）
Ech"js“sg/29""sは関東周辺では山地に見られる
種であるが,ここでは魚津市郊外の標高約200mの地域
で得られている。また，EC〃"た“sγg"α"“"sも山地
に生息する種で,富山県でも大山町の標高約800mの地
点で見いだされている。
CO"z“h加is“sノ0加加sは富山市内で得られたが，
他には九州地方の武雄市内（佐賀県）と大分市内での
み記録されており，低地性であるが，出現の稀な種類
である。
真クマムシ類については低地から高地まで広く生息
する〃"c7℃〃O加s/z”脚s〃0γ"",/l伽cγO脚0”s/"唯/α〃
“Mzcγ06m"s"ch花応j,〃伽/"O加sz"/g""”畝s≦
〃""csi""’〃γぱ壇、‘""'，Hypsj6msい‘/αγα加え
fものs肋加s”0zﾉ“ｿzα"c"is,およびRa"zazzO"z"sO6gγ
h“"s"7の8種は国内の他の地域にも広く分布して
いる。
一方，〃“7℃〃O加sJg"/α加s,R〃7”zzO"畝s6“"？”"．
"j，Ra加娠zO"z"s“/”〃γ“加sおよびりゅ/zas“〃
γ“""jg”の4種は山地性のもので比較的高い地域で
見いだされているが，同じ山地性のものでも〃"‐
cγ0〃0伽s〃62”〃c"sとP/α〃cγis/αα7噌測smmが500m
以下の地域で得られている。
その他D幼〃““7””〃〃は低地に，また必のs坊加s
cm”c噌師fs，jSO〃妙sj〃"s6aﾙ"城"2Sis，ISOﾉ”s必加s
""z"/""sおよびりゆ"as“〃ヵγOおか()”では広い垂直
分布を示す種であるが，今回の調査では出現は少ない。
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図－2．異クマムシ類Heterotardigrada：a､全形背面図(横の実線は20"mを示す)c,第1V脚の爪
A・及伽加商c"s加加s,BE､c7〃ss姉加0s〃s,CE.cか”"si,DE､gjagr醜s,EE."Scﾙg”，
F,Eﾉﾋzpo"z“s,G､E,γg"α"α雌s,HCC”“〃加応“sjo6α〃s,I・島e““ﾉz加庵c"sな“"αjjS．
/､息
U,今冒：
富山県のクマムシ類の分布とコケ類
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図－3(1)真クマムシ類Eutardigrada：a・全形図［腹面観］（横の実線は50"mを示す）
b､口器c､閥lの爪
A〃“γ0〃0畝sffg"”"s,B､〃.〃”岬s”0γ"",C〃./"此""“s［背面観]，DM､血"た/α"虚
E〃.”c〃”“F・〃"j〃or"sz"た""e”崎,GM""“""ﾉz随γ‘壇、"z【柳．
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図－3(2)真クマムシ類Eutardigrada：a全形図［腹面観］（横の実線は50"mを示す）
b,口器c脚の爪
HH)少s〃"s“"tﾉg噌恥s,IH飾伽γ"加/,JH”cγ”s,KH"0[ﾉ"ｼzcz"c/"s，
LRa畑azg(〕/が"s6α"”α""／［側面観]，MR“”〃rIc/"s,N尺p6G"'“"s‘γ1，
0.ﾉsohyPSj""s加加")ﾉだ"SiS［a背面観、a，腹面観]，R血．α"α‘‘"sjs
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富山県のクマムシ類の分布とコケ類
ザ
図－3(3)真クマムシ類Eutardigrada：a全形図［腹面観］（横の実線は50ﾒmlを示す）
b,口器c､脚の爪
Q〃〃"z{〃"s［a背面観、a'腹面観]，RDゆ/z“αw〃”"rzg"""",SZ〕〃06""，
T､，.かり庵zγCsか9，U､，."“77"e”,V,Pkz"cγfsm〃噌況srara．
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表－4富山県のコケとクマムシ類
※クマムシの生否：＋はクマムシの生息が認められたもの､－はそれが認められなかったものを示す。
6選
標高(、
クマムシの生否
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ミヤマチョウチンゴケA〃ic/zz"〃／“e""”（Roehl.）BruchetSchimpjnB.S,（
ハグルマゴケO/壇or"c/z"柳αﾉ煙""抑Mitt
オオスギゴケ励加河c伽s師"”／b""0s"脚（Hedw）GLSmitl‐
ススキゴケDﾉc池7泥"αル“eγ0柳α"a（Hedw.）Schimp，
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富山県のクマムシ類の分布とコケ類
マリュウビゴケのようにクマムシの生息が全く認めら
れないものがあるが，低地性のホソウリゴケ，コモチ
イトゴケ，ハリガネゴケ，ハイゴケなどにクマムシ類
が比較的好んで生息するようである。また，ギンゴケ≦
エゾキンモウゴケ，カラフトキンモウゴケ，卜ヤマシ
ノブゴケ，ホソバギボウシゴケおよびエゾスナゴケな
どは低地から山地まで広く採集されているが，いずれ
の地域でもクマムシの生息が認められている。一方ア
オギヌゴケのようにクマムシの生息率が低地では低い
のに，山地では高くなっているものもある。
これらのことはクマムシの生息条件としてコケの種
類の何らかの要因が関係していると考えられる。
2．富山県のコケ類とクマムシの関係
ここまでコケ類と総称してきた190試料には地衣類
が4，藻類が1，185試料の蘇苔類が含まれていた。こ
の蘇苔類のうち168試料を同定した結果,72種の蘇類と
3種の苔類に分類できた。しかしこれらが富山県のす
べてのコケ類を網羅しているわけではないが，採集地
の標高とクマムシ類生息の有無を対照して一覧表にし
た(表－4）。少なくともこれらのコケ類に低地性，高
地性および比較的広範囲に分布するものも見られる。
つぎに表－4の中から試料数が3以上のコケ17種を
選び，クマムシの生息との関係を比較した（表－5)。
この結果からホソバオキナゴケ，ネジクチゴケ，ミヤ
表－5富山県のコケとクマムシ類
※クマムシの生否：＋はクマムシの生息が認められたもの､－はそれが認められなかったものを示す。
表－6コケとクマムシの共存性
●はクマムシの生息を示す。
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クマムシの生否＊
ホソバオキナゴケ
ネジクチゴケ
ミヤマリュウビゴケ
ノミハニワゴケ
ホソウリゴケ
コモチイトゴケ
ハリガネゴケ
ギンゴケ
ハイゴヶ
ハネヒツジゴケ
エゾキンモウゴケ
カラフトキンモウゴケ
トヤマシノブゴケ
ホソバギボウシゴケ
エゾスナゴケ
クサゴケ
アオギヌゴヶ
ナガヒツジゴケ
ェゾハィゴヶ
刀"".J""〃〃α〃““Sak・
Sc〃is”""ﾉ2sかzぱ"加（Tum.）LoeskeexMaert・
Ra“"?〃ﾉ加沈ノ”0池α""DozvetMolk･
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Bmc/zv"z“""”b"cﾙα"〃（Hook.)Jaeg、
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O～50唇
十一 3qrl凶01,唖’
(コケの試料罫
?????）?『 ??
－7火丁
一ノ
エゾキンモウゴケ
ハリガネゴケ
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トヤマシノブ雫ゴケ
ミヤマスナゴケ
クマムシ
採集記録
富山市1987-VⅢ－4
魚津市1987-VⅢ－4
平村l994-V-5
立山カルデラ1994-VⅢ-1‘
立山カルデラ1994-V111-2（
大山町･有峰1995-Ⅵ-2（
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一般に一種のコケには一種のクマムシが生息してい
るが，なかには数種のクマムシ類が共存している場合
がある。代表的なコケを選びその状況を比較したもの
が表－6である。これによると高所になるにしたがっ
てこの傾向が著しい。
のクマムシ類が認められた。これらのクマムシの同定
にはRamazzotti＆Maucci(1983)，Binda＆Pilato
(1986),Pilato(1987)，およびDastych(1988)を参考に
した｡今回の報告には1992-1993年にわたって行われた
富山市呉羽丘陵の自然環境調査の資料も含まれており
その中に報告されたMacγ0〃0”sルz唯/α"“
Jもめsj""s‘〃"秘加j，りゅ〃αSCO〃pγ0応か0sかeおよび
Ra”αzzO"〃so舵γ〃“"sg”の4種はいずれも広汎種
である。
本報告では調査域が富山県のほぼ全域にわたってい
る上，採集したコケの試料数が多いこと，採集範囲を
低地から高地まで拡げたことから，クマムシ類および
コケ類の水平分布のみならず垂直分布についても検討
することが可能になった。
富山県内のクマムシ類は市街地で20種が報告されて
いたが(1996)，0-500mの範囲で21種となった。これ
は新たに朝日町でP呪z"c"Smα恋"s/α雌が見いだされ
たことによる。市街地のクマムシ類の種構成を他県と
比較すると，異クマムシ類が6種も得られているのは
金沢市以外にはない。また，真クマムシ類が15種も見
いだされたことは,262と試料数の多い東京都内で6種
しか得られていないのと比べて特異的である。気象条
件の一つとして年間降水量をみると1961-1990年の平
均値が富山市で2295.9mm，金沢市で2592.6mm，福井市
で2368.3mmで他県に比べて北陸地方が多雨および多雪
地域であることを示しており，これが年間を通じたコ
ケ類の生育を良くし，コケを生息場所とするクマムシ
類にとっても好条件をもたらしていると考えられる。
関東周辺では山地にみられるEC〃"た“sgJgg""s，
〃“γO脚0"zs〃6eγ"此"sおよびP〃"cγis””29"s/“z
が富山県では平地部でみいだされているのは比較的変
化に富んだ気象条件によるのか，生息するコケの種類
によるものかは試料数が少ないので今後検討の余地が
ある。その他のクマムシ類の垂直分布についてはDas‐
tyc〃(1988)がポー ランド全域で調査した結果とよく一
致する。
コケとクマムシの関係については特定のコケに特定
のクマムシが生息するという報告はないが，試料数の
多いコケについてみるとクマムシ類が好む（よく生息
している）コケと好まないコケがあるように見える。
表－5はそれを比較したものであるが，図－4に代表
的なコケの形態と葉の構造を示した。この図と表から
クマムシが生息する条件としては乾燥時に葉が屈曲す
るか，捻転して体を縮めたクマムシを保護し，外部環
境の変化にも耐えられる空間が確保できることが必要
と考えられる。また，コケの葉の細胞液を食するクマ
3．クマムシの生息条件としてのコケ
コケのなかで生息しているクマムシは乾燥するとコ
ケの葉の間に身を潜めたうえ，体を縮めて静止する習
性がある。第2節の結果からコケの種類とクマムシの
生息の関係を調べるために，表－5の中からホソバオ
キナゴケ，ギンゴケおよびエゾスナゴケの3種を選び≦
コケの環境変化に対する形態変化とコケの葉の構造を
比較した（図－4）。
多くのコケは乾燥するとギンゴケのようにその葉を
茎の方に屈曲するか，エゾスナゴケのように葉を捻転
して縮めるが，ホソバオキナゴケは乾燥しても葉を屈
曲することがない。この形態上の相違はクマムシの生
息環境の要因の一つと考えられる。
また，クマムシの多くは口にもつ歯針でコケの葉に
孔を開けて細胞液を吸引して摂食する。一般にコケの
葉は10-20〃mの厚さの一層の細胞からなるが，ギンゴ
ケやエゾスナゴケのように乾燥時に葉が屈曲または捻
転するものでは，その細胞壁は薄い。しかし，ホソバ
オキナゴケの葉は厚さが70-80"mある上，葉緑体をも
つ小型の細胞が表裏両面から大型の非緑色細胞に挟ま
れた特殊な構造をしている。このようにコケの葉の構
造もクマムシ相と食性にとって大切な要因と考えられ
る。
考察：
今回の調査は富山県全域の生物相の調査の一環とし
て行ったもので,県内35地点190試料のコケ類より31種
A,水ソバオキナゴケ B,ギンゴケ C，エゾスナゴケ
図－4．コケの乾湿による形態変化とコケの葉の断面
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ムシにとっては葉の構造も大きな要因であり，図－4
に示したホソバオキナゴケはクマムシの食性にとって
全く不可能な構造であり，乾燥時の葉の形態とともに
クマムシが生息していない理由が理解できる。一方，
アオギヌゴケは低地ではクマムシの生息率は低いが高
地では比較的高くなっている。これはコケの種類の減
少によって生息場所が制約されるものと考えられる。
この観点から表－6をみると多数のクマムシ類が一種
のコケに生息する比率が高地になるに従って大きくな
るのも同様の理由によるとみることができる。この傾
向はより多くの高山のコケ類を調べることによってさ
らに明確になると思われる。
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